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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・経過録の未提出の人は、いつまでに提出できるのか小嶋に報告をし、また終了後にも再度報告をするようにしてください。

・経過録の作成頻度、書式について明日のカンファレンス内で検討予定。

・本日17：15から看護グループ内研修（救急対応）があるため、1度も参加していないスタッフは必ず参加するようにしてください。

＜青明舎登録者　情報交換＞

・平　京子　様～9/6病院受診後に青明舎に寄っており、股にできものがあるため、病院受診をすると話している。麻美レディースクリニックを受診し、ゲンタマイシンが処方となったことを報告している。

・田中　一　様～9/6午前中に青明舎を利用しており、北村皮膚科を受診し、郵便局や銀行で用事を足してきたことを報告している。湿疹は良くなったり悪くなったりを繰り返しているとのこと。体調はよく、睡眠もとることが出来ていると話している。

・高柳　和子様～9/6定期訪問をしている。訪問時は部屋が暗かったが、スタッフの来訪とともに電気をつけている。体調は良いと話しており、表情も良い。9/2は一日中寝ており、“いやな感じがする”と体調を崩しそうな兆しを感じたが大丈夫だったとのこと。頓服薬の服用は1日だけ頭痛で服用することがあったと報告している。デイケアでの出来事については、洗面台で歯磨きをしている人について話している。また、早退しようと思った日があったがスタッフに話しかけられ定時まで過ごすことができたと話している。

・前野　義勝様～9/9に電話があり、9/7に施設に入所している母様が無くなったとのことで、葬儀の日程について報告している。足腰に痛みがあり、思うように体がうごかないため、葬儀関連に関して青明舎に手伝ってもらえるかと質問しており、手伝えないことを説明し、葬儀屋や姉様に頼むようにアドバイスをしている。ナイトケアにはしばらくきていないが、定期的にナイトケア側から連絡をとり、安否を確認している。母様が亡くなったことによる影響が出る可能性が考えられるため、電話があった際は体調や精神面についても確認していく。

・東海林紀子様～9/9電話があり、福井彩様の妊娠の件を知人に話した際に、その件を知らない平京子様に聞かれてしまったとのこと。福井様に謝罪をし、青明舎スタッフからも個人情報の観点から助言をしている。夜に再度、青明舎に連絡があり、福井様と仲直りしたとのことだが、同じようなことを繰り返すのであれば友人関係を考えるといわれたとのこと。夫様と一緒に平様の所を訪問し、福井様の妊娠の件は言わないで欲しいとお願いしてきたと経過について報告をしている。しかし、1つ福井様に報告していないことがあると話しており、福井様が妊娠していることをお知らせするようなキーホルダーをかばんにつけており、その件に関してデイケア利用者に尋ねられ“うん”と返答してしまったとのこと。友人関係を考えるといわれ、自分自身では他に思い当たる節はないが、今後は気をつけると話している。

　　　　　　　　ダイエットについても話しており、夜は置き換えるタイプの食事を摂っているとのことだが、空腹を感じることもあり結局今はラーメンに野菜を乗せて食べているとのこと。買い物のレシートを確認するとあまり食材を買った形跡はなく、コーラを買っていることは相変わらず見られている。

　　　　　　　　就労については、10月から「チョコ・クッキー」の利用を週4回に増やす予定で施設職員と話し合っているとのこと。次回、診察時に主治医の許可を求めることとしている。

・東海林康之様～仕事については、8月は2回ほど休んだが順調であり、お金のやりくりも出来ていると話している。妻様の友人間のトラブルを二人とも子供のようだと話している。妻様の飲酒について話しており、あまり飲酒については良く思っていないような発言をしている。

・鈴木　知子様～9/9の0時過ぎに電話があり、就床前薬を飲み忘れたと報告がある。服薬に関しては病院に相談してみるように伝えている。

・佐羽内裕亮様～9/6障害者の就労セミナーに参加している。午前中はユニバースの職場見学、午後は仕事やハローワークについて学んでいる。感想として「自分には合わない感じがした」と話しているが、障害者就労自体には抵抗は無い様子。

・我満奈津紀様～本日は疲れた表情で来所しており、体調についてたずねると、週末に買い物に行ったり、望様の気分転換に付き合って散歩をしたりと動き、疲れたと話している。

・我満　望　様～引越しに関して「狭い」「母との距離が近い」「ストレスだ」などと話しているとのこと。本人の希望しては、家の近所にある就労支援施設を使いたいと考えている様子である。

・野月　利章様～先週からデイナイトケアを利用しておらず、土曜日も外来を受診していないと情報提供がある。両親のどちらかが自宅に居る際に休む傾向があり、本日も欠席している。現在は両親とはいざこざはないが、問題が生じると暴力的行為にいたる可能性が高いと考える。

＜グループホーム入居者様　情報交換＞

・船場　幸子様～かかとから降りるように歩いていたため足の痛みについてたずねると、“痛い”とは言わないが「薬があるので大丈夫です」と話しており、痛みを隠しているような反応がある。本日の訪問時は普通に歩いている。

・繁名　和恵様～昨日夕食後に薬を服用せずに眠ってしまい、1時頃に就床前薬を服用したとのこと。本日の訪問時にも「眠い」と話しており、普段よりも遅れてデイケアに来所している。デイケアでは首の痛みや幻聴を訴えリスペリドンを服用している。午後も体調について確認をしていく。

・下妻　康貴様～週末に青森で行われたRAB祭りに参加してきたと話している。少量だが飲酒をしたようである。

・村上　元道様～下妻様とRAB祭りに参加し、少量だが飲酒をしたようである。最近はナイトケアに来所しておらず、精神面での観察が出来ていない。やや気分が高揚している可能性があるため、来所時は精神症状の観察をし、情報共有に努める。

・番沢　政勝様～世話人が同行して歯科を受診している。治療費が1万円程と高額になっているが、貯蓄している分で支払うと話している。今後も世話人の同行を希望している。

・田名部浩平様～数年前から背中に湿疹があり、境皮膚科に通っているが一向に良くならないため、皮膚科を変えて見るようにアドバイスをしている。今後は北村皮膚科の受診を勧めていくとのこと。

・大下　伸治様～9月に入ってから金銭面の不安を訴えることが目立ってる。グループホームの家賃が安いところに住みたい、仕事をしたいなどと話している。デイケアでも時折同様の訴えがあり、過去の就労経験からもブランクがあることや難しいことは出来ないことを伝え、ステップアップを踏むように都度伝えている。週末、姉様のところに行き、小遣いを受け取っているがその際に「使いすぎ」と言われたとのことだが、本当に言われたかは不明である。体調面については、頭痛や不調を訴えデイケアを休もうとすることや実際に休むことが増えてきており、糖尿病の関連も疑われる。必要時は専門内科を受診できるように、モニタリング時に特定相談員に情報提供していく。

・若松　邦生様～自分の考えを文字に起こしており、デイケアスタッフに見せている。仕事のことや自己評価と他者からの評価について書かれている。

・淡路智恵子様～冨田紀子様のスリッパの件がありながらも、比較的落ち着いて過ごしている。世話人にはひざの痛みを訴えることが多いとのこと。新しい人が入居したことに伴い、風呂場を開放する話が挙がると、一時的に光熱費などについて訴えることがあったとのことだが、現在は落ち着いている。

・冨田　紀子様～最近は他者とのトラブルはない。顔が赤く、洗顔のあとにクレンジングをしているとのことで、洗顔が原因である可能性が考えられる。顔や体に傷もなく、転倒もない様子である。

＜外来情報＞

・田中　一　様～小康状態であると話している。夜間の睡眠は熟睡感がなく、朝起きるのが辛いと話している。最近、雨が降っていないが長靴で来院しているため、周囲の目を気にして適した格好をするように医師より指導がある。指示のハロマンス（50）１Aを施行している。

・齋藤　良宏様～身体不調はなく、物忘れも酷くなっていないとの事。ご家族の話では日により活気などが異なると話している。次回11/6受診時に血液検査と・尿検査を行う予定としている。

・千葉　輝夫様～肺炎にて八戸赤十字病院へ入院していたが、治療を終え退院したことを息子様が報告している。身体症状は概ね改善したが、時折湿性咳嗽がある。介護区分が要介護3に変更となり、南山苑のショートスティも利用していく予定であることを報告している。

＜事例＞

カンファレンスシート（　冨田　紀子　様）

実施日：H29年9月11日（月）13：30～14：00

担当：藤田孝子

検討内容：目標計画の見直し

	氏名
	冨田　紀子　様
	性別
	女
	年齢
	72
	生年月日
	S20.2.11

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	1生活リズムの改善(身なりを整える・定期的な入浴や散髪の習慣化)
2運動の習慣化。
3人付き合いの場の参加（協調性を養う・孤立化を予防）
4注意・集中力の維持・改善。
5服薬の習慣化・必要性の理解・病気への理解を深める・現実的判断が出来る。

	本人希望
	現状維持。

	家族希望
	現状維持。

	入院歴
	計6回（最終：H25年8月23日～H25年9月23日）発病時期（32歳）

	通所歴
	　2　回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H25年10月1日～現在　　（週3回/･火・水・金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎利用

	住居：グループホームあおぞら入居中。
	家族構成
・大村千鶴子（三沢市在住）
・本人

	利用制度
	障害手帳2級
	年金2級
	他、生活保護（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	現状を維持しデイケア利用を継続していく。
	①生活面、健康面の現状維持が出来る。
	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。下肢筋力の低下を防ぎ、転倒せず安全に過ごすことができる。
	①毎週水曜日に健康チェックを行っているのか確認する。微熱や体重減少が見られた際は、体調確認や食事摂取量について確認する。下肢筋力の低下を防ぐため、運動プログラムへの参加を促し、正しい運動方法で実施できるよう見守る。必要時は声掛けを行う。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや先生、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動や病状悪化のサインがないか確認する。
	②現状維持の為に病状確認、幻聴や妄想に左右された言動がないか確認する。また身だしなみができない等の病状悪化のサインを確認し、服薬状況を確認する。

	
	③他利用者とトラブルを起こさない。
	③他者に対して自分の価値観を押し付けない。
	③他者へ高圧的な態度をしている際は、介入する。他者から苦情があった際は、本人や他者へのアプローチ方法を検討する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。下肢筋力の低下を防ぎ、転倒せず安全に過ごすことができる。
	毎週水曜日に健康チェックを行っている。現在の体重は40㎏前後。夜間トイレに起きた際に転倒し、顔面を打撲することがあったが、最近は外見上の変化は特に見られておらず、転倒はしていない様子｡以前は微熱の日もあったが最近は安定しており、体調について尋ねると「大丈夫」と話している。運動プログラムはラジオ体操哉レクダンスに参加するが、状態を大きく反らせる独自の姿勢で行っており、立位バランスに不安定さがあり、スタッフが助言をするものの、改善はみられない。(達成度70％)
	今後も引き続きバイタル測定を実施し、発熱や血圧の値、ふらつきに注意をする。運動時は転倒のないよう、安全・安楽な姿勢が取れているかを見守り、必要時は声を掛ける。目標は継続していく。

	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや医師、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動や病状悪化のサインがないか確認する。
	服薬はできていると報告をしているが、薬数が合わないことが発覚すると、朝食は摂取しておらず、朝食後薬を昼食後に服用していることがあり、服用時間を守るように伝えるが、生活習慣を変えることはない｡みだしなみは乱れることはなく、髪もしっかりセットできており、服装も乱れたりすることはない。デイケア利用中に不調等を訴えることはないが、グループホーム入居者が自分のスリッパを切ったと話し、相手のスリッパを切るというトラブルが起きているが、事実確認は出来ていない。また、何かミスしたりすると、｢おばあちゃんだから｣｢呆けてるんです｣と話すこともある｡（達成度70％）
	服薬の確認は引き続き行っていく。グループホームとデイケアでは様子が異なる場合もある為、関係機関で情報を共有していく。病状の悪化は数年間隔で繰り返しており、前回は4年前に入院しているため、最近もグループホーム入居者とのトラブルがあり、入院も検討されたが、現在は落ち着いているため、引き続き病状変化がないか観察していく必要があるため、目標は継続していく。

	③他者に対して自分の価値観を押し付けない。
	同グループホームの入居者様から冨田様への不満が聞かれているが、本人は特に問題なく生活ができていると話している。デイケアでは、他者へ高圧的な態度を見せることが殆どなく、むしろ他者へ優しく接している。同グループホームの入居者様のスリッパを切る行為があり、相手に切られたからと話しているが、相手が騒ぎ立てなかったことで、収束している｡（達成度60％）
	グループホーム利用者との関わり方について重点をおき観察をする。関係機関で情報を共有していく。トラブルがあった際には、振り返りを行うこととし、目標・計画を一部変更する。

	その他
	9/1（金）に悠湯の里を見学している｡本人はとても気に入ったが、生活保護のため、住宅扶助の限度額を超えており、担当者に相談したが､扶助の限度額内で探すようにいわれたと話している｡
	


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	現状を維持しデイケア利用を継続していく。
	①生活面、健康面の現状維持が出来る。
	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。下肢筋力の低下を防ぎ、転倒せず安全に過ごすことができる。
	①毎週水曜日に健康チェックを行っているのか確認する。微熱や体重減少が見られた際は、体調確認や食事摂取量について確認する。下肢筋力の低下を防ぐため、運動プログラムへの参加を促し、正しい運動方法で実施できるよう見守る。必要時は声掛けを行う。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや先生、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動や病状悪化のサインがないか確認する。
	②現状維持の為に病状確認、幻聴や妄想に左右された言動がないか確認する。また身だしなみができない等の病状悪化のサインを確認し、服薬状況を確認する。

	
	③他利用者とトラブルを起こさない。
	③他者に対して自分の価値観を押し付けない。トラブルがあった際には振り返りを行なう｡
	③他者へ高圧的な態度をしている際は、介入する。他者からの苦情やトラブルがあった際には、振り返りを行い、他者へのアプローチ方法を検討していく。


